
令和６年度学校経営計画書 

                            学校名  三次市立小童小学校 

校長名   高下 美恵    

Ⅰ 学校の状況 

学級数 ４ 児童数 ８ 教職員数 ８ 

メールアドレス hichi-e@school.miyoshi.hiroshima.jp 

ホームページアドレス http://www.hichi-e.hiroshima-c.ed.jp 

 

Ⅱ 学校教育目標 

～ふるさとを誇りに思い、自らの未来を切り拓いていく小童っ子の育成～ 

「考動（考えて動く）」 
【甲奴中学校区小中一貫教育目標】ふるさと甲奴を誇りに思い、自ら未来を切り拓いていく子供の育成 

 

Ⅲ 使命・存在意義（ミッション） 

・個の可能性を伸ばし、自分の夢や思いを達成できる児童を育成する。 

・グローバルな視点をもち、協調・協働して生きていくことができる力を育成する。 

・甲奴中学校区コミュニティ・スクールとして小中一貫教育を推進し、保護者・地域とともに

ある学校づくり・児童の育成を図る。 

 

Ⅳ 重点事項（努力点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 中心価値・行動規範 

 

 

 

 

 

めざす学校像(ビジョン) 一人一人を大切にし、すべての児童の学力を向上させる学校 

めざす資質・能力  ①課題発見解決力 ②コミュニケーション能力 ③乗り越える力 

め

ざ

す

子

ど

も

像 

進んで学ぶ子 
（課題発見解決力） 

自分で課題を立て、解決に向けて情報を集め、分析したり表現し

たりできる子 

かかわりあう子 
（コミュニケーション能力） 

対話を通し、自分の考えを深め、広げることができる子 

乗り越える子 

（乗り越える力） 

進んで課題に取り組み、粘り強く最後までやり抜くことができる

子 

教育の原点「子どもたちは、私たちの姿を見て育ちます」 

 ○ 私たちは、教育的愛情と使命感をもち、一人一人を伸ばします。 

 ○ 私たちは、危機管理を徹底し、子どもを守ります。 

 ○ 私たちは、認め合い、励まし合い、協働して職務を遂行します。      

  ○ 私たちは、保護者・地域と連携・協力して、子どもの未来を築きます。 
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（１）一人一人の学力向上 

  ① 小童小スタンダード（課題発見解決型複式スタイル＋ユニバーサルデザインの授業づく 

り）の徹底と対話力の向上 

  ② 特別支援教育の充実や個別最適な学びの推進（ＩＣＴの活用等） 

（２）小中一貫教育の推進（保・小・中の連携、主体的な学びを促す授業の創造） 

① 地域と連携した生活科・総合的な学習の時間における探究的な学習 

② 地域等と連携した異文化間協働活動 

③ 三次で一番の挨拶・返事をめざし、表現する力の育成 

（３）コミュニティ・スクールの推進 



Ⅵ 現状分析 

１ 学校の内外環境分析 

外 
 

部 
 

環 
 

境 

Ｏ（支援的要因） 
【地域】 
・豊かな自然と歴史的文化
財・福祉施設・文化施設
など教育素材に恵まれて
いる。 

・学校教育やＰＴＡ活動へ
協力的である。 

・学習発表会や運動会など
では、音響、照明設備を
ボランティアで設置して
くださる。 

・町あげての教育的行事（ア
メリカス市との交流活
動・お山の学校等）の体
制が整っている。 

・図書館車の巡回や読み語 
りなど読書環境が充実し
ている。 

・地域で放課後子ども教室
を運営し、入会している
児童が多い。 

【教育行政】 
・保小中連携 
・兼務発令（音楽・外国語） 
・学校を支援するための予
算（理科支援） 

・甲奴学校給食調理場では
地域食材を使用し、安全
で美味しく、児童にとっ
て楽しい給食になるよう
工夫している。 

Ｓ（強み） 
【学校】 
・全児童を把握し、個に対応し

た指導ができる。 
・全職員が全児童に指導できる

場がある。 
・全職員が意識統一し、組織的

な取組ができる。 
・少人数を生かし、工夫して行

事や教育活動ができる。 
・体育館での運動遊びが可能。 
・臨機応変な対応ができ、機動

力がある。 
・小中一貫教育や外国語教育の

積み上げがある。 
【児童生徒】 
・縦割り活動が多く、上級生が

下級生の世話をし、異年齢で
協力できる。 

・複式授業（小童小スタンダー
ド）が定着している。 

・素直で優しい児童が多い。 
・落ち着いて学習する。 
・決まりを守り、掃除や当番活

動をきちんと行う。 
・１年からタブレットを活用し

オンライン授業ができる。 
【保護者】 
・教育活動やＰＴＡ活動に対し

て協力的である。 

内 
 

部 
 

環 
 

境 

 

●複式の授業改善 

①小童小スタンダード（Ｕ

Ｄ化＋課題発見解決型

複式授業）の充実 

●個別最適な学び 

①ドリルタイム・パワーア

ップタイム 

②ＩＣＴ機器の活用等 

●甲奴小中一貫教育の推

進及びコミュニティ・ス

クールの推進 

①主体的な学びを促す授

業の創造 

②地域等と連携した異文

化間協働活動の充実 

（アメリカス市との交流

をゴールとした外国語

活動の単元化） 

③地域と連携した生活科・ 

総合的な学習の時間に 

おける探究学習の充実 

 

Ｔ（阻害的要因） 
【地域】 
・少子高齢化が進み、戸数
に対して児童数が少な
い。 

・児童のいない地域が多く、
校区を知らない児童や児
童を知らない地域が増え
ている。 

・地域に店が少ない。 
【教育予算関係】 
・キュービクルがないため、

ランチルーム等、特別教
室のエアコンが設置でき
ない。 

・限られた予算により、必
要な備品や老朽化してい
る放送機器等の修繕、買
い替えが困難である。 

Ｗ（弱み） 
【学校】 
・職員が少なく、一人当たりの

仕事が多い。 
・職員の出張等が多くあると組

織的遂行が困難になる。 
【児童生徒】 
・自ら進んで自分の思いを表現

できにくい児童が多い。（挨
拶・返事も含む） 

・支援を要する児童の割合が多
い。 

・新たなことに挑戦したり、自
ら行動し、課題を解決したり
する児童が少ない。 

・外遊びが少なく、体力に課題
がある。 

・休日のメディア視聴に課題が
ある。 

【保護者】 
・子どもへの関わり方に困り感

がある保護者がいる。 
・家庭数が少なく、PTA 活動等
保護者の負担が大きい。 

 ●特別支援教育の推進 

①ユニバーサルデザイン

の授業づくり 

②個に応じた支援 

●思いを表現させる場面

設定 

①対話力を高める授業づ

くり 

②挨拶・返事の奨励 

③発表朝会 

④児童会・委員会活動 

⑤感想発表 

●体力つくり・健康つくり 

①外遊び等の奨励 

②チャレンジタイム 

③生活振り返り習慣等 

●自己肯定感を高める 

①個に応じた目標をやり

きらせて評価する。 

●働き方改革の推進 
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Ⅶ 中期経営目標及び短期経営目標（令和６年度） 

 中期経営目標 短期経営目標 具体的な取組・方策  

確 

か 

な 

学 

力 

 

 

 

 

 

一人一人の 

学力の向上 

 

 

 

 

 

基礎・基本の定

着 

○小童小スタンダード（課題発見解決型複式スタイル、

ＵＤ）の授業展開や、対話力を高める取組により考えを

深める授業づくりを進める。 

○特別支援教育の充実を図る。 

○ＩＣＴを活用する等個別最適な学びを推進する。 教

務

部 

 

主体的な学びの

充実（小中一貫

教育） 

○外国語科、外国語活動，英語活動における主体的な学

習を進めるための授業実践を充実させる。 

○生活科・総合的な学習の時間を中心に探究的な学習の

充実を図る。 

豊 

か 

な 

心 

 

人間関係力の

育成 

 

自分の考えを表

現する力の育成 

〇挨拶・返事を奨励し、その成果を評価する。 

〇みんなの前で話す機会を多く設定したり、友だちのこ

とを考えて行動する場を意図的に作ったりする。 

生

活

保

健

部 
健 

や 

か 

な 

体 

 

 

 

体力の向上・

健康の保持増

進 

 

 

体力の向上 

〇外遊び・全校遊びを奨励する。 

〇業間を活用して，短距離走やなわとび，持久走などに

取り組むチャレンジタイムを実施し，走力や持久力，跳

躍力を高める。 

健康づくり 

○「生活振り返り週間」の取組を、甲奴中学校区と合わ

せて実施する。また事前と事後に保健指導を行い、生活

習慣の定着を図る。 

○トークデーと併せたノーメディアデーを毎月実施し、

家庭と連携した生活習慣への意識の統一を図る。 

信

頼

さ

れ

る

学

校 

 

信頼され 

地域とつなが

る学校 

 

家庭・地域と連

携・協働した教

育活動の推進 

○コミュニティ・スクールを基盤とし、地域・保護者と

連携・協働して教育活動を推進する。 

総

務

部 

働き方改革の推

進 

○業務改善の徹底や組織を意識した協働による働き方

改革を推進する 
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